








































































































































































Group 2 : PC's after impression 
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Group 2 PC's after impression 

個人的には若手の会の報告書は『現地でのありのままの成

果をとどめるものJ であるべきだと思う。 帰社後の清書作業

に払われた多大な労力には敬意を表するし，大いに評価もす

る 。 しかし作業の主流を占めた「模造紙」の姿が報告書中

にないことや， DFD や DD，アプローチの整理表などの形

態が最終発表時の OHP と変わってしまっていることなど

は，本当にグループ成果と言っていいのかと少々疑問にも感

じている。 これは報告書の「設計結果としての記録j とは別

の「イベントに参加したことの記録j を私が求めてしまっ

ているからかも知れない。若手の会に参加したあの「苦労j

をもっと「鮮明にとどめるもの」であって欲しいのである。

何もできなかった PC の勝手な思い入れであることは解っ

ている。けちをつけようとしているのではな く 共に苦労

をした一人としてJ 言わずにはおれなかったということだ

け理解して】置いたい。

6 次回のために

今回参加した PC は(メンバもか?)，あまりのハードさに

次回は遠慮したいといっているので，是非どなたか後を引き

継いで頂きたい。そこで上の反省も交えて，次回同じような

企画をやる方のために気づいたことを整理してみる。参考

にして下さい。

6.1 運営について

・初日の直前打ち合せ/受付/ワークショップ開始にかけ

ては結構忙しいので，きちんと作業分担を決めておか

ないと，やり忘れなどが出る。最初の講演やレクチャな

ども，念のためにテープやビデオを回しておいた方が

良い。

・報告書のフォームや注意書きを作っておいたのはとて

も良かった。しかし資料説明を充分にしなかったのと，

強制的に読ませる時聞を作らなかったので，効果が半減

したような気もする。

・気づいた点や翌日の修正予定を確認するために， PC 

ミーティングを毎晩行なうようにするべき。

・作業外のメンパ交流も重要な課題なので，タイム・キー

プをしっかりやり，あまり遅くまで作業を行なわないよ

うにするべき。そのためには『遅くまでやるのは無能力

の証拠』くらいいってしまった方が良いかも知れない。
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-グループ内の交流は元より，グループ聞の交流もとれ

るように努力すべき。 例えば，食事の時間は r5JIJ グルー

プどの交流J をはかる方が良い。

・中間報告の小グループ制もそれなりのメリットがある。

但しグループ 1 人j ではな く ， r2 人ずつJ 位の方

が良いかも知れない。

・最終討論を盛り上げるためには発表直後の質疑応答が

必須。長い発表も良 く ないが，質疑の省略や打ちきりは

盛り上がりを妨げるようだ。

6.2 テーマについて

・活動が短期間なので，同じ課題を扱うと他のグループ

の作業が理解しやすい。

.課題J はもう少し仕様を詰めた状態で提供すべき。

暖味な部分を残しておくことも必要だが，それが多過ぎ

ると本質的な部分にまで進みにくい。

・ 「手法j は 3 つくらいにして，初日に 1 時間位ずつ全

員にレクチャができる方が良い。そうでないと，手法の

比較の討論がしにくい。

・グループにおいては「設計において大事なことは何かj

を探るのが主題であり，全体としては『手法問の比較J

をするのが主題である。ともすると前者に重きが置か

れ過ぎるようなので，注意した方が良い。

6.3 報告書について

• Iまぽ万全の体制で望んだつもりだったが，かなり時間

がかかった。事前の計画が重要(報告書のフォーム，注

意書き，グループ毎の役割分担，責任者の確認など)。

・ 「カメラ・レディ j という言葉の意味を良く説明する

必要がある。

・上下左右のマージンや大まかなフォントの指定もした

ほうが良い。

・写真やビデオを活用する計画を最初から立てておいた

方が良い。

7 メンバの皆に

最後に。皆，今度別のワークショップであった時には，ゆっ

くり呑みましょう。

-84 -

Gro 

R-l. ~ 

1. メ:

酒井

吉田

渡辺

伊藤

井上

2. イ吏斥

C 

3. 解し 、

.-)3 

-貸出

.同 一

」
オ
月
月

端
利
利

4. 作業


	V7_N4-7_1993_001
	V7_N4-7_1993_002
	V7_N4-7_1993_003
	V7_N4-7_1993_004
	V7_N4-7_1993_005
	V7_N4-7_1993_006
	V7_N4-7_1993_007
	V7_N4-7_1993_008
	V7_N4-7_1993_009
	V7_N4-7_1993_010
	V7_N4-7_1993_011
	V7_N4-7_1993_012
	V7_N4-7_1993_013
	V7_N4-7_1993_014
	V7_N4-7_1993_015
	V7_N4-7_1993_016
	V7_N4-7_1993_017
	V7_N4-7_1993_018
	V7_N4-7_1993_019
	V7_N4-7_1993_020
	V7_N4-7_1993_021
	V7_N4-7_1993_022
	V7_N4-7_1993_023
	V7_N4-7_1993_024
	V7_N4-7_1993_025
	V7_N4-7_1993_026
	V7_N4-7_1993_027
	V7_N4-7_1993_028
	V7_N4-7_1993_029
	V7_N4-7_1993_030
	V7_N4-7_1993_031
	V7_N4-7_1993_032
	V7_N4-7_1993_033
	V7_N4-7_1993_034
	V7_N4-7_1993_035
	V7_N4-7_1993_036
	V7_N4-7_1993_037
	V7_N4-7_1993_038
	V7_N4-7_1993_039
	V7_N4-7_1993_040
	V7_N4-7_1993_041
	V7_N4-7_1993_042
	V7_N4-7_1993_043
	V7_N4-7_1993_044
	V7_N4-7_1993_045
	V7_N4-7_1993_046
	V7_N4-7_1993_047
	V7_N4-7_1993_048
	V7_N4-7_1993_049
	V7_N4-7_1993_050
	V7_N4-7_1993_051
	V7_N4-7_1993_052
	V7_N4-7_1993_053
	V7_N4-7_1993_054
	V7_N4-7_1993_055
	V7_N4-7_1993_056
	V7_N4-7_1993_057
	V7_N4-7_1993_058
	V7_N4-7_1993_059
	V7_N4-7_1993_060
	V7_N4-7_1993_061
	V7_N4-7_1993_062
	V7_N4-7_1993_063
	V7_N4-7_1993_064
	V7_N4-7_1993_065
	V7_N4-7_1993_066
	V7_N4-7_1993_067
	V7_N4-7_1993_068
	V7_N4-7_1993_069
	V7_N4-7_1993_070
	V7_N4-7_1993_071
	V7_N4-7_1993_072
	V7_N4-7_1993_073
	V7_N4-7_1993_074
	V7_N4-7_1993_075
	V7_N4-7_1993_076
	V7_N4-7_1993_077
	V7_N4-7_1993_078
	V7_N4-7_1993_079
	V7_N4-7_1993_080
	V7_N4-7_1993_081
	V7_N4-7_1993_082
	V7_N4-7_1993_083
	V7_N4-7_1993_084
	V7_N4-7_1993_085
	V7_N4-7_1993_086

